
ー

文
明
九
年
凶
栗
石
川
川
音
隣
村
に
述
此
、
後
金
持
に

一

ニ
チ
ギ
日
義
日
誌
宗
の
針
。
羽
同
制
妙
成
寺

山
で
今
の
地
に
阿
佐
し
た
と
あ
る
。
初
め
東
仮
で
あ

一
三
十
九
代
に
目
。
、
大
窓
院
と
栴
し
、
ぷ
」
永
一
元
年
七

っ
た
が
、
平
和
中
回
一
献
に
帥
判
じ
た
。
二
縁
側
と
引
い

一
月
十
三
日
結
後
で
型
化
し
た
。

た
相
聞
が
あ
っ
た
か
ら
、
川
に
こ
の
道
刻
を
こ
翁
仰
と

一

=
チ
ゲ
ン
日
源

日

謎

宗
の
術
。

初
め
浜
言
に

い
ふ
に
訟
。
、
一山
総
六
年
の
士
般
に
も
、
日
間
山
川
二

一
邸
し
、
首
相
叫
作
附
と
い
ひ
、
羽
咋
郡
築
住
村
な
る
法

骨
相
側
近
所
な
ど
L
A

川
か
れ
て
ゐ
る
。

一
蛤
寺
の
主
で
あ
っ
た
0

・氷-
仁
巾
日
仙
聞
が
阿
部
今
出
に

ニ
チ
イ
キ
目
減

向
山
但
に
、
御
花
町
内
取
の

一
倍
し
た
川
に
、
百
孤
之
と
法
論
を
交
へ
、
迭
に
印刷古比

谷
に
一
山
口
地
が
あ
わ
り
、
λ
跡
を
泌
ぜ
ぬ
が
、
昨
日
岐

一
松
山
め
て
、
脊
脱
を
妙
法
愉
寺
、名
を
日
郡
と
都
し
、

邸
入
の
み
従
て
そ
の
水
そ
悦
ん
だ
と
あ
る
。
日
凶
は

一
会
主
も
亦
良
一
品
配
的
て
、
日品
開
か
ら
法
部
抵
の
家
名

古
都
談
に
御
回
目
他
の
水
そ
汲
ん
だ

H
者
と
し
て
似
へ

一
を
JrI
け
た
。
日
似
は
元
中
一
一
一
年
ハ
京
徳
三
)
三
且
八
日

ろ
も
の
L

こ
と
で
あ
ら
う
o
J
二
ツ
タ

イ

日

議。

一
寂
し
た
。

己
チ
ウ
ン
日
連

日

泌
宗
の

mo
m山
川
妙
珍

一

ニ
チ
ゴ
ウ
日
濠

日

泌

宗
の品川
0
m
m
咋
邪
妙
成

山
従
来
寺
十
九
代
に
向
。
、
V
A
A
4
仰
の
四
方
山
本
以

一
寺
」
ム
ハ
代
の
住
持
。
慈
五
院
と
獄
し
、
越
前
の
入
。

苦
な
川
吉
、
副
川
純
=
一
千
惚
に
及
ん
だ
o
w
H
永
十
九
作

一
前
川利山口山
の
位
以
税
制
院
の
子
旋
す
る
加
と
い
ふ
。

一
一月
十
九
円
殺
。

一
見
永一
六
年
二
万
引
間
日
絞
。

ユ
チ
エ
イ
目
州
明
日
必
宗
の
仙
川
o
m
別
咋
出
制
作

一

=
チ
ジ
日
遂
日
一
辿
宗
の
術
o
m
羽
咋
柑
妙
成
寺

妙
成
寺
三
十
凶
代
の
住
持
。
妙
議
院
と

mし
、
文
化

一
十
一
一
代
の
住
持
。
刊
行
院
と
脱
し
た
。
防
長
広
年
出

十
一
二
年
三
月
七
日
六
十
四
阪
で
裂
し
た
。

一
月
六
円
減
。
金
仰
の
凶
光
寺
も
亦
日
お
の
中
興
に
係

ニ
チ
オ
ウ
日
翁
円
泌
宗
の
併
。

H
雌
又
は
防

一
る。

翁
と
も
い
ふ
。
柿
杭
の
共
訟
を
似
へ
、
太
郁
記
辺
町

一

ニ
チ
ジ
田
富
山
日
市
出
来
の
例
。
羽
川
端
妙
成
寺

抄
を
抑
じ
た
。
従
永
=
一
年
前
川
利
市
の
徳
川
口
融
光
に

一
三
十
八
代
の
住
持
。
峨
本
院
と
群
し
、
天
保
入
年
七

従
う
て
上
治
し
た
川
、
そ
の
依
似
に
仁川
て
た
本
凶
苛
月
三
十
一
日
七
十
政
キ
一
り
て
越
後
に
寂
し
た
。

の
附
が
、
之
を
向
的
て
仕
へ
し
め
た
。
是
よ
り

H
翁

一

ニ
チ
ジ
自
治

日

迷

宗

の
旧
制
。
金
搾
ホ
像
寺
の

は
金
仰
に
掠
り
、
御
閉
山
北
に
加
へ
ら
れ
、
政
三
山
-h
一
閉
山
で
、
…
辿
人
以
院
と
刷
配
し
た

o
m徳
川
ハ
に
向
く
、
前

を
交
け
、
野
川
寺
町
に
地
を
4
1
け
て
法
起
喝
を
削
川
め
、

一
川
利
円
訟
の
町
依
を
泣
け
、
天
正
中
金
仰
に
妙
布
山
立

後
そ
こ
で
寂
し
た
。
法
況
は
大
出
院
畑
山
大
伯
郡

H
翁

一
倣
寺
を
聞
き
、
沈
林
山
妙
怒
品
習
を
小
訟
に
刷
め
た
o

t
“位。

一
川川崎
イ屯h
ト
ド

vk
司日夜。

2
t

-E
tT「
4
4
3
1
2

ニ
チ
ジ
ツ
日
食

日
巡
回
市
の品川
o
m
羽
咋
郡
妙
成

寺
八
代
の
住
持
。
そ
の
仰
を
失
ふ
。

ニ
チ
ジ
ユ
目
珠

日

述

宗
の
的
。
須
町
出
妙
成

寺
三
十
一
代
の
住
持
。
谷
川
山
院
と
桝
し
、
見
政
十

一

F
L
1
hI
L
-
-
一。

d
ブ
J
4l
y
E
Z

ニ
チ
ジ
ユ
ウ
日
充

一

ニ
チ
ギ
日
義

日

諸

宗

の
附
。
刑
制
咋
泌
妙
成
寺

二
十
代
の
住
持
。
子
付
一

如、

妙
出
院
と
慨
し
、
錨

州
大
坂
の
人
。

初
め
身
延
山
知
見
院
日
泌
に
従
ひ
、

後
H
仰
の
門
人
と
な
り
、
正
一応
山
に

m，ひ
、
直
に
玄

m
刊
を
訓
じ
た
。
元
総
二
年
妙
成
苛

M
巡
の
後
を
公
付
、

十
四
年
七
且

H
…1日
同
川
倣
山
に
て
減
し
た
。

チ

日
強山一
仙
の
針
。
沼
咋
榔
妙

同 晶画

J、

成
寺
十
一
代
の
住
持
。
下
総
の
益
。
精
製
伶
徳
を
以

一
が
、
日
采
の
取
を
附
い
て
凍
鉛
し
、
法
制
叩
の
勢
力
後

て
都
せ
ら
れ
、
天
正
年
巾
官
山
し
、
限
目
的
後
山
内
大

一四附
同
日
を
加

へ
た
o
妙
文
は
後
に
越
前
脇
本
妙
務
寺
の

銭
紡
に
居
住
し
た
が
、
民
投
七
年
七
且
十
五
日
総
州

戸
附制
服
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
o
日
来
妙
成
寺
山
棋
の

で

示

寂

し

た

。

一

後

こ

L

に
あ
る
こ
と
入
十
七
年
、
天
授
六
年
〈
限
Mm

ニ
チ
ジ
ユ
ウ
目
従

日

間
辿
宗
の
併
。
加
引
の
人
。

一
二
)
六
月
什
七
日
航
脈
刊
十
践
校
以
て
明
細
目
出
化
し

{
f
は
泌
心
。
信
似
院
と
川
配
し
た
。
妙
成
寺
日
巡
の
門
一
た
と
首
は
れ
る
。
日
来
示
寂
の
後
に
及
び
、
併山
同」ハ

に
出
で
、
中
村
山
刷
林
に
尽
び
、
後
水
戸
ぷ
林
・
六
係

一
月
妙
成
寺
に
三
日
の
品
目
式
を
投
け
、
結
凶
の
末
寺
町

一

命

ゴ

。

談
林
に
玄
お
を
糾
じ
、
紀
伊
の
謎
心
寺

・
京
都
の
妙

一
怠
し
て
泊
制
を
祈
り
、
之
を
中
叶
介
合
と
い
う
た
。
こ

提
寺
に
住
し
、
木
附
寺
二
十
七
代
の
府
に
筒
旬
、
大

一
の
時
限
伎
の
寺
主
は
、

削(
に
来
じ
て
符
殴
よ
り
本
堂

例
都
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
世
永
五
年
十
二
月
、
五
十
九

一
に
京
。
、

奏
楽
の
縦
列
を
犯
し
て
従
ひ
、
巾
に
蚊
を

談
を
以
て
寂
し
た
。

一
吹
く
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
来
が
嘗
て
良
吉
の
従

ニ
チ
ジ
ユ
ウ
日
従

日
活
宗
の
的
。
刑
制
昨
榔
妙

一

cあ
っ
た
こ
と
を
表
す
る
も
の
で
あ
ろ
と
い
ふ
。

成
寺
七
代
の
住
持
。
そ
の
併
を
失
ふ
。

一

回
一
チ
ジ
ヨ
ウ
日
係

円

強
宗
の
的
。
羽
咋
郎
妙

Z

チ
ジ
ユ
ン
日
淳

日
間
陸
自
前
の
崎
町o
m
訓
咋
制
妙

一
成
寺
十
五
代
の
佐
待
。
上
木
氏
。
前
川
利
市
の
生
低

成
寺
十
凶
代
の
住
待
。
上
木
氏
。
越
前
の
入
。
附
山

一
税
制
院
の
酬
初
で
あ
る
。
正
史
院
と

mし
、
一兆
和
以
降

利
院
の
生
母
桜
前
院
の
刈
で
ゐ
る
。
医
長
六
年
金
持

一
五
産
情
・
制
附
設
・
=
一
光
欽
・
ニ
正
門
・
釘
般
を
訟
，V

純一
ゴ
寺
の
附
組
と
な
り
、
十
三
年
妙
成
苛
に
山首
山
、

一
し
、
特
防
止吋
刊
興
し
、父
宇
山
仰
の
大
束
司
、
越
巾
城

在
住
入
年
の
聞
に
本
堂
及
び
番
制
設
を
建
立
し
、
元

一
加
の
従
来
寺
、
品
市
内
の
良
成
苦
・叩山
首
刷
寺
を
州
法
し
、

和
元
年
退
陪
し
、
山
内
に
混
住
坊
を
倒
放
し
て
之
に

一
一
妙
正
寺
を
巾
興
し
た
。
日
俗
文
文
句
を
中
村
制
林
に

日
。
、
二
年
三
且
Jt
七
日
寂
し
た
。

一
説
ず
る
こ
と
凡
そ
八
年
、
紛
ら
仰
を
務
〈
し
た
が
、

ニ
チ
ジ
ヨ
ウ
目
乗
日
迷
世
間
の品川。

初
の
名
は

一
後
山
内
一
林
初
に
退
隠
し
、
阿
国
安
三
年
九
月
H
一二日

来
徹
、
羽
咋
川
町
村
の
人
で
、
石
助
山
天
平
寺
大
宮

一
寂
し
た
。

拐
の
上
首
で
あ
っ
た
。
諸
都
或
は
川
漏
出
陣
と
し
父
耐
月

一

ニ
チ
ゼ
ン
日
普

H
叩
出
来
の
針
。
ヂ
は
天
鋭
、

と
も
す
る
が
、
日制
-Mは
采
微
の
坊
枕
で
、
満
月
は
服

一
興
誠
一
院
と
脱
し
た
。
俗
姓
は
木
村
氏
、
加
引
の
入
。

で
あ
ら
う
。
永
仁
中
日
似
の
佐
渡
か
ら
能
鷲
に
京
ら

一
十
閉
必
の
町
制
限
院
日
餓
に
帥
山中
し
、
後
来
遊
し
て

ん
と
し
た
時
、来
微
同
船
し
て
之
と
宗
訟
を
論
じ
、途
一

両
断
談
林
に
尽
ぶ
こ
と
三
十
年
、
治
に
心
性
院
日
泌

に脚闘
を
制
し
て
名
を
日
東
と
改
め
た
。
二
人
乃
ち
剣

一
の
知
越
を
党
け
て
そ
の
税
引
と
な
っ
た
。
後
山
城
間

悦
へ
て
七
尾
に
上
陸
し
、
石
動
山
に
入
っ
て
衆
徒
に

一
郎
に
隠
れ
、
実
和
三
年
九
月
六
日
七
十
九
段
で
寂
。

勅
設
し
た
が
、
刀
杖
を
以
て
迫
は
れ
、
羽
同
榔
細
谷
一

-
一
チ
ゼ
ン
回
全

日
強
宗
白川
川O
信
命
院
と
況

に
京
っ
て
遺
寺
の
地
域
を
制
し
た
o
後
に
金
柴
山
妙
一
し
、
備
前
の
入
。
一
品
問
の
妙
凶
寺
、
金
仰
の
妙
同
苦

成
寺
と
い
ふ
も
の
こ
れ
で
、
日
似
を
崇
め
て
附
山
と

一
日比
ぴ
白
山
の
妙
凶
寺
を
附
い
た
o
好
ん
で
雌
行
首
修

し
、
日
来
は
二
代
に
位
し
た
。
日
来
の
弟
例
都
妙
文
一
を
獄
み
、
W
H
永
悶苅
年
正
且
一
日
制
泌
川
の
昨
で
什

一

は
越
中
地
生
入
慨
に
在
っ
て
台
出向
の
徒
で
あ
っ
た

一
日
の
断
食
尚
終
を
終
り
、
水
に
入
っ
て
寂
し
た
。

七


